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※◎印は必修、△印は選択必修

●言語学Ａ・Ｂ　●ジャーナリズムＡ～Ｄ　●フランス文学研究Ⅰ・Ⅱ　●アメリカ思想文化論Ａ・Ｂ

●数学入門Ⅰ・Ⅱ　　●情報数学Ⅰ・Ⅱ
●物理学入門Ⅰ・Ⅱ　●生活の化学Ⅰ・Ⅱ
●地球科学Ⅰ・Ⅱ　　●環境地理Ⅰ・Ⅱ
●生命科学Ⅰ・Ⅱ　　●自然科学概論Ⅰ・Ⅱ
●環境の科学Ⅰ・Ⅱ

●世界と日本の経済　●経済地理　●商法概論

●英語演習ⅢＡ・Ｂ　
●スピーキングスキルⅢＡ・Ｂ
●ディスカッションスキル　
●ライティングスキルⅡＡ・Ｂ

●英語音声学　●英語学研究Ａ～Ｅ　●英語史Ａ・Ｂ
●英語学特殊講義

●対人コミュニケーション論　●異文化コミュニケーション論　
●パブリックスピーキング　●マスコミ論　●コミュニケーション特殊講義

●ビジネス英会話　●ビジネス英語　●ビジネス英語購読Ａ・Ｂ　
●ビジネス英語特殊講義

●言語文化論Ａ・Ｂ　
●英米文学・文化研究Ａ～Ｃ

●経営社会学　●キャリア・ディベロップメント論　●会計学入門　
●流通システム論　●市場調査論　●広告論　●多国籍企業論　
●ロジスティクス論　●保険総論　●リスク・マネジメント論
●経営倫理学　●組織行動論　●マーケティング論
●マーケティング戦略論　●マーケティング・コミュニケーション論
●国際経営論　●意思決定論

●特殊講義

●演習
●卒業論文

●英語演習Ⅳ・Ⅴ

●フランス語
●ドイツ語
●中国語
●韓国語
●イタリア語など

英語スキル
養成科目

英語学

コミュニケーション学

ビジネス英語

言語文化

演習・卒業論文

言語や文化を
探求する

ビジネスや
経営を学ぶ

現代国際社会を
とらえる

情報リテラシーを
高める

その他

●英語総合演習Ａ・Ｂ◎
●英語音声演習Ａ・Ｂ◎
●ＴＯＥＦＬ®・ＴＯＥＩＣ®演習Ａ・Ｂ△
●英語演習ⅠＡ・Ｂ△
●リーディングスキルⅠ
●スピーキングスキルⅠＡ・Ｂ◎

●ことば学入門◎

●コミュニケーション学入門◎

●海外語学学修Ⅰ・Ⅱ

●基礎統計学　●マクロ経済学Ⅰ　●ミクロ経済学Ⅰ

●英文ワープロⅠ・Ⅱ　●情報活用基礎　●情報処理応用ⅠＡ～ⅠＥ　●情報処理応用Ⅱ・Ⅲ

●西南学院史　●哲学　●倫理学
●論理学　●日本史学　●東洋史学
●西洋史学　●美術史　●日本文学
●西洋文学A・B　●中国文学
●音楽史　●心理学Ⅰ・Ⅱ

●法学（日本国憲法2単位を含む。）
●経済学　●社会学Ⅰ・Ⅱ
●政治学　●国際関係論
●地理学概論　●人権問題論
●同和問題論

●英語演習ⅡＡ・Ｂ◎
●リーディングスキルⅡ
●スピーキングスキルⅡＡ・Ｂ◎
●ライティングスキルⅠＡ・Ｂ◎
●英文法◎

●英語学概論Ａ・Ｂ

●コミュニケーション学基礎演習Ａ（理論）
●コミュニケーション学基礎演習Ｂ（研究法）

●ビジネスコミュニケーション入門
●国際ビジネス

●英米文学購読Ａ・Ｂ
●イギリス文学史Ａ・Ｂ　●アメリカ文学史Ａ・Ｂ

●商学入門　●流通総論　●流通史　●基礎簿記　●経営学入門　●経営情報学入門　●保険史

●世界経済論　●国際経済学　●憲法　●政治学原論　●政治史　●国際政治学　●民法概論　●国際法

キリスト教学 人文科学 社会科学 自然科学 スポーツ科学 外国語

●国語学Ａ・Ｂ
●比較文化概論Ａ・Ｂ
●文化人類学Ａ・Ｂ
●文化社会学Ａ・Ｂ
●ジェンダー論Ａ・Ｂ
●表象文化史Ａ・Ｂ

●比較文化史Ａ・Ｂ
●日本史
●外国史
●芸術文化史A・B
●美学・芸術学Ａ・Ｂ
●考古学Ａ・Ｂ

●人文地理学Ａ・Ｂ
●自然地理学Ａ・Ｂ
●地誌学Ａ・Ｂ
●現代哲学思想Ａ・Ｂ
●宗教学Ａ・Ｂ
●アメリカ史Ａ・Ｂ

●アメリカ・太平洋文化史Ａ・Ｂ
●ヨーロッパ文学論Ａ・Ｂ
●ヨーロッパ・ケルト文化論Ａ・Ｂ
●ヨーロッパ史Ａ・Ｂ
●ヨーロッパ・地中海文化史Ａ・Ｂ
●古代キリスト教文化論A・B

●日本文化論Ａ・Ｂ
●日本文化史Ａ・Ｂ
●日本民族学Ａ・Ｂ
●中国・アジア文化史Ａ・Ｂ

●英語総合
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●キリスト教学Ⅰ・Ⅱ◎
●キリスト教人間学A・B

●スポーツ理論Ⅰ・Ⅱ
●スポーツ実習Ⅰ～Ⅳ

教員プロフィール

クリストファーR.チェイス　教授
English Language Teaching

藤本　滋之　教授
英語学（統語論）、生成文法、日本語学

OEDを編集する－英語文化に貢献する日本語借用語
---OED_Online（オックスフォード英語大辞典電子版）の活用---
ことばにあらわれた話し手の世界のとらえ方
「えーごがく研究」English linguistics and good linguistics
対人コミュニケーション研究
Rhetorical Criticism－公的コミュニケーションの分析研究
組織コミュニケーション：PBLと社会貢献
ことばの学習・習得を科学する
異文化を語る：ストーリーテリングと多文化共生
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●

●

●

●

●

●
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カリキュラム

英語専攻では、学生に学内の学びのみならず、学外、特に海外での学
びも薦めています。毎年50名を超える学生が、交換留学、私費留学、
短期語学研修、海外ボランティアなど様々な機会を利用して国際交
流を行い、学びの場を広げています。海外に出かけることにより、英
語力はもちろん、異なる文化を理解して、より良い人間関係を築くコ
ミュニケーション能力を高めることができます。同時に、異なる環境
の中で自己や自国の文化について再認識し、多角的な視点と見識を
身に付けることができます。

英語専攻のカリキュラムは、基本的に「英語スキル養成科目」と「専門科目」、この2つの柱から構成されています。
「専門科目」は、「英語学・英語教育学部門」、「ビジネス英語部門」、「コミュニケーション学部門」、「言語文化部門」の
4つの部門から構成されていますが、「ゆるやかなコース制」なので、1つの部門の科目に限定されることなく、目的、
興味関心に合せて、部門を超えた科目をさまざまな組み合わせで履修することが可能です。

国際ビジネス、コミュニケーション、言語文化、英語学・英語教育の分野を網羅
学びの場を
海外に広げる

［ ことば学入門 ］ ［ コミュニケーション学入門 ］
日常生活で何気なく使っている「ことば」が、どのような役割や仕組み
を持っているかを学びます。人間との関わりを中心に、日本語と英語を
比較しながら、「ことば」が持つ仕組みをさまざまな面から考えます。

私達が普段何気なく行っているコミュニケーションや人間関係発展
に関する基礎的な知識を習得し、その知識を応用することで、自分
のコミュニケーション能力を向上させることを目標としています。

※主なゼミテーマは、2016年度開講のものを記載

主なゼミテーマ

宮原　哲　教授
対人コミュニケーション

ドゥエン オルソン　教授
スピーチコミュニケーション（レトリック）

武井　俊詳　教授
ビジネス英語

C.L.ドーハティ　准教授
English Language Teaching、言語文化論

樋口　功　准教授
英語教育学、英語学、日本語学

鳥越　千絵　准教授
異文化コミュニケーション

伊藤　彰浩　教授
応用言語学、英語教育学、第二言語習得研究

川瀬　義清　教授
英語学（意味論）、認知言語学

清宮　徹　教授
組織コミュニケーション

久屋　孝夫　教授
歴史社会言語学（ことばの社会的機能と多様性）

Division of Foreign Languages / English Course
文学部 外国語学科  英語専攻

P O I N T
カリキュラムの

［本学科の注目科目をご紹介］

T OP IC S
学 科 の 学 び

2012年
文学部外国語学科英語専攻卒業
（熊本県・済々黌高等学校出身）
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　スピーキングの授業では、大勢の学生を前にしてのスピーチを何度も経験しまし
た。最初は上手くできませんでしたが回数を重ね、内容を分かりやすく端的に伝え
るために試行錯誤する中で、論理的な思考力や文章構成力など、総合的なプレゼ
ン力が養われました。2年次には、オーストラリアでの約3週間の語学研修に参加
しました。文化や価値観の違う人々との数多くの交流を通して世界の広さを痛感
し、もっと国際感覚を身に付けたいという意識が芽生え、勉強に対する意欲が高
まりました。現在は、2～3ヶ月に一度くらいのペースで添乗員として海外に出張し
ています。学科で磨いた英語力やグローバルな視野を生かして、これからもお客さ
まの楽しい旅を支えたいと思います。

英語専攻の学生の卒業後の主な就職先は、商社、金融、小売、旅行・交通・観光関連、
メーカー、教育関連業界です。そのほか、中学校・高校の英語教員、各種公務員などが
あり、大学院進学者や日本語教師を目指す学生もいます。なお、本学大学院に進学す
る場合は、要件を満たしたうえで、3年以上の在学で卒業を認める早期卒業制度があり
ます。

卒業後の進路

学生生活について

　英語専攻は少人数制の授業が多く、勉強に集中できるので英語を身に付けたい
人にぴったりの環境です。また、語学の学びは、その国の文化や価値観に触れる学
びでもあるので、新しい視点や教養を身に付けられるのも魅力です。英語は世の
中の幅広い分野で生かせます。思いのままに勉強に打ち込んで、将来の可能性を
広げてください。

後輩へのアドバイス

オーストラリアでの
語学研修で、異文化理解や
国際感覚を養う
意欲が高まりました。
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